
①
・
・
・

○

○
○

授業における「振り返り」と「まとめ」を充実させる
ための取組
授業者による月末の自己評価
取組の成果の公開（給湯室等での掲示）

９５％
Ｂ

９５％
Ｂ

□

○ 若プロ研修の充実
　オンデマンド研修
　カリキュラム・マネジメント研修
　指導案作成のポイント

１００％
Ａ

１００％
Ａ

○ 学校訪問に向けての取組
　共通実践に向けての校内研究会の実施
　指導案様式の検討
　指導案の検討・作成

９０％
Ａ

９１％
Ａ

○
○

学校訪問の実施
要請訪問による研究授業の実施
　国社数理英体

９８％
Ａ

９６％
Ａ

○

・

②
・
・
・

１００％
Ａ

１００％
Ａ

９５％
Ｂ

９５％
Ｂ

□ ○ 学習規律指導のよ
り良い工夫の継続

○ 少人数学習の有効活用
　数学；両コースの人数配分の工夫
　英語；発展コースのプレゼン学習

９３％
Ａ

９１％
Ａ

○ ＡＬＴの有効活用
　英語の授業、特別支援学級での活動
　外国のＤＪのような昼放送

９０％
Ａ

８８％
Ｂ

１００％
Ａ

１００％
Ａ

□ 家庭学習時間が増え、忘
れ物も前期より少なくなっ
た。

６３％
Ｄ

６４％
Ｄ

□ 家庭でネットやゲームを行
う時間は変わらず、多い傾
向が見られる。

６３％
Ｃ

５９％
Ｄ

○ 放課後自主学習
　生徒ラウンジにおける自習
　生徒同士による教え合い学習の場の設定

７８％
Ｂ

７１％
Ｃ

○
○
○

授業中における小テストの実施
プロ委を活用した家庭学習時間調査
小学校への出前講座の実施

６９％
Ｂ

５９％
Ｄ

【成果指標】保護者
お子様は、平日、１日１時間
以上、家庭学習をしている

A：70％
B：65％以上
C：60％以上
D：60％未満

【成果指標】生徒
平日、１日１時間以上、家庭
学習をしている

A：80％
B：75％以上
C：70％以上
D：70％未満

【満足度指標】保護者
お子様は、自分で計画を立
てて勉強している

A：70％
B：65％以上
C：60％以上
D：60％未満

【成果指標】生徒
自分で計画を立てて勉強し
ている

A：80％
B：75％以上
C：70％以上
D：70％未満

○
○
○
○

○

○
○
○

家庭学習時間・忘れ物調査の実施
宿題ボードの設置
定期テスト一週間前からの諸活動禁止
数学教室入り口の張り紙（ベル学のルール、忘
れ物ないかの意識向上のための言葉）
テスト前に過去問のプリントを希望者に渡す取
組
月１回の漢字、英語、数学の小テストの実施
３年租税教室の実施
文化祭の実施
　合唱コンクール、学習成果発表会

【努力指標】教職員
生徒が取り組んだ宿題につ
いて、評価・指導を行ってい
る

A：90％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

○

・

家庭学習を充実さ
せるための手立て
の工夫
宿題の出し方、示し
方、保護者との連携
協力体制づくり

【成果指標】生徒
授業で互いの考えを出し
合ったり、話し合ったりする
時間がある

A：90％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

【満足度指標】生徒
授業は分かりやすい

A：90％
B：85％以上
C：80％以上
D：80％未満

【努力指標】教職員
生徒の様々な考えを引き出
したり、思考を深めたりする
ような発問や指導をしている

A：100％
B：90％以上
C：80％以上
D：80％未満

前期同様、ベル学など、学
習規律に則りまじめに取り
組んでいる生徒が多く見ら
れる。また、３年生は放課
後学習に積極的に取り組
む生徒も見られる

学習指導の充実
学習意欲を高めるための取組推進
河北台授業スタイルの構築
★少人数（数学・英語）授業の有効
活用

○ 月目標の取組
６月；２分前ベル学に心がけよう
７月；テストに向けて、授業に真剣に取り組もう
８月；計画的に学習に取り組もう
９月；忘れ物ゼロと宿題をしっかりやろう
１０月；テストでの学びを学習に活かそう
１１月；計画的に学習に取り組もう
12月；先生や友達の話をしっかり聞こう
１月；計画的な学習
２月；最後のテストで最高の結果を
　全校集会等での評価・指導の継続
　担当者が分析し、その結果を掲示で啓発

【努力指標】教職員
授業の中で、課題を示して
いる

A：100％
B：90％以上
C：80％以上
D：80％未満

【成果指標】生徒
先生や友だちの話を、分か
ろうとして聞いている

A：95％
B：90％以上
C：85％以上
D：85％未満

授業参観、授業公
開の実施
互いに見合うこと、
他校で参観したい
授業者

【成果指標】生徒
授業では、理解しようと自分
で考え、自分から取り組んで
いる

A：90％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

A：100％
B：90％以上
C：80％以上
D：80％未満

専門家を招いてのより良い
授業づくりのための研修会
が充実している。今後も続
けて、授業力の向上を図っ
ていかなければならない。

○

・

・

・

教材研究の充実を
図っていく。特に、
「まとめ・振り返り」に
ついての研修の充
実と実践
意見を引き出す、つ
なげる授業づくりに
ついて研究実践
授業が楽しくなる工
夫

A：100％
B：90％以上
C：80％以上
D：80％未満

1 ★生徒の学力向上
と教員の授業力向
上のために取組の
充

★校内研究会の充実
授業力向上のための研究実践
若プロ研修の充実
講師を招聘した研修会の実施

【満足度指標】教職員
若プロなど、校内研修会が
充実している

【努力指標】教職員
課題設定や授業展開、教材
教具の開発など、学習意欲
の向上を図るための工夫を
している

学校関係者評価
（□報告内容と◆助言）

次年度の方向
（改善計画等）Ｃ又はＤの場合、再検討

令和２年度　かほく市立河北台中学校　学校評価最終報告書

重点目標 具体的取組 これまでの主な取組内容 評価の観点
達成度判断基準 後期

達成度
前期
達成度
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学校関係者評価
（□報告内容と◆助言）

次年度の方向
（改善計画等）Ｃ又はＤの場合、再検討

重点目標 具体的取組 これまでの主な取組内容 評価の観点
達成度判断基準 後期

達成度
前期
達成度

③
・

・

○
○
○

定期テストでの検証問題の差し込みと検証
教科ヒアリングの実施（数学）
２年朝学習の早期実施

１００％
Ａ

１００％
Ａ

□ 学力に若干ではあるが上
昇傾向が見られる。

○

○

９０％
Ａ

９０％
Ａ

◆ 1年生の防災学習はとても
素晴らしい。地域でも活躍
する人材になって欲しい。

７１％
Ｃ

７１％
Ｃ

□ 総合的な学習の時間にお
ける数々の講演では、メモ
を取りながら聞く習慣がつ
くようになってきた。

○

○

６３％
Ｃ

６３％
Ｃ

□ 前期同様、学級活動や生
徒会活動、部活動など、
様々な活動にまじめに取り
組んでいる。

①
・ １００％

Ａ
１００％

Ａ

◆ パラスポーツの体験や障
害を持つ方との関わりを持
つことも取り入れていって
欲しい。

○ 引き続き、外部人材
の友好的、計画的
な活用

９２％
Ａ

９２％
Ａ

②

・
１００％

Ａ
１００％

Ａ

◆ ボランティアへの関心が他
に比べて低い。

○ ボランティア意識の
高揚のための取組
推進

６２％
Ｄ

６１％
Ｄ

◆

③
・ ９４％

Ｂ
９４％

Ｂ

○ 学校司書と連携し
た読書活動の推進

７２％
Ａ

６８％
Ｂ

　　　  Ａ
９～１月
貸し出し数45%増
来館人数37%増
不読率80%→67％

　　　  Ａ
４～８月
　貸し出し数42%増
　来館人数67%増
　不読率51%→5％

図書室の利用度（貸し出し
数、来館人数、不読率）

A：昨年度より20%増
B：昨年度より10%増
C：昨年度より増
D：昨年度より減

【努力指標】教職員
朝読書や図書館の活用な
ど、読書活動の推進に努め
ている

A：100％
B：90％以上
C：80％以上
D：80％未満

【満足度指標】生徒
読書は好きである

A：70％
B：65％以上
C：60％以上
D：60％未満

【成果指標】生徒
生徒会やＰＴＡなどのボラン
ティア活動に協力できている

A：90％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

学校の活動だけではなく、
地域の祭礼や清掃活動、
防災活動等に中学生が参
加しやすい環境を地域で
も考えていく必要がある。★読書活動の推進

専任司書の有効活用
○

○
○

○
○

○

図書室外での本紹介
　学年ホール、生徒玄関
昼の放送での本紹介
使いやすい図書室整備
　本棚の配置転換、雑誌の閲覧
図書館運動会
読み聞かせ
　ボランティアグループ＋学校司書
読書アンケートの実施

コミュニティー・スクール制度の積極
的な活用
ＰＴＡや生徒会と連携したボランティ
ア活動の実施

○
○

ボランティアグループ「myan」の活動アナウンス
ＪＲＣ委員会
　ペットボトルキャップ等の回収

【努力指標】教職員
生徒にボランティア活動の
積極的な参加を促すなどの
推進に努めている

A：100％
B：90％以上
C：80％以上
D：80％未満

外部人材の活用場面
　高校説明会、職業について学ぶ会、学習支
援スタッフ、読み聞かせ、日本語指導、旅行社
スタッフを活用した英語授業、防災学習、SDGｓ
調べ学習・発表会、模擬選挙、本物に触れよ
う、高校教師による美術部指導、生き方を学ぶ
会、金銭教育、ＦＰによる金銭教育、パレット部
活動支援（４回）、裁判官、動物飼育員、旅行プ
ランナー

【成果指標】教職員
様々な体験活動において、
外部人材が有効活用されて
いる

A：100％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

【満足度指標】生徒
授業や行事で専門家の人の
話や活動は、より勉強になる

A：90％
B：85％以上
C：80％以上
D：80％未満

2 様々な体験活動等
を通して、豊かな
心と心身とも健康
である生徒を育成
するための取組の
充

外部人材の有効活用
★道徳、進路関係、健康増進、読書
活動、食育などにおける専門的な分
野の方を招いての取組

○

【満足度指標】保護者
お子様は、将来の夢や目標
を持っている

A：70％
B：65％以上
C：60％以上
D：60％未満

A：90％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

【満足度指標】生徒
将来の夢や目標を持ってい
る

A：80％
B：75％以上
C：70％以上
D：70％未満

総合・学活・進路指
導における取組の
改善（探究活動、集
団力向上、健康面、
ＳＤＧs）
ＳDGｓを骨子とした
総合的な学習の時
間の更なる構築と
継続

④

・

・

キャリア教育の視点を重視した取組
推進
将来の夢や希望を持つことができる
指導の工夫
総合的な学習の時間の指導の工夫

○

○
○

○

○
○

○

職場体験に代わる「職業について学ぶ会」の実
施
高校説明会の実施（２年、３年）
SDGsを骨子とした総合的な学習の時間の計
画・実施
　１年：専門家と連携した防災学習
　　　　　防災士、社会福祉協議会
　　　　　市役所職員、区長
　３年：SDGｓ１７の目標に準じた調べ学習
　　　　　プレゼンテーションの実施
　　　　　専門家の助言・講演会
文化祭における学習発表会
　１年；防災学習を通して学んだこと
　２年；金沢自主プランから学んだこと
　３年；SDGｓ学習を通して学んだこと
県防災フォーラムでの発表
１年いろんな人の生き方を学ぶ会
　野球独立リーグ選手、ＦＰ、プロアナウンサー
　動物飼育員、裁判官、校長
本物に触れよう講演会
　プロアナウンサーによる講演

学力調査の有効活用
実行力の高い学力向上ロードマップ
の再構成と取組推進
これまでの問題の活用

【努力指標】教職員
学力向上ロードマップや学
力向上プランに基づく指導
をしている

A：100％
B：90％以上
C：80％以上
D：80％未満

教科ヒアリングの実
施
朝学習の内容の見
直し、小テストの有
効活用、全校一斉
テストの検証【努力指標】教職員

将来就きたい仕事や夢につ
いて考えさえる指導をしてい
る

1 ★生徒の学力向上
と教員の授業力向
上のために取組の
充
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学校関係者評価
（□報告内容と◆助言）

次年度の方向
（改善計画等）Ｃ又はＤの場合、再検討

重点目標 具体的取組 これまでの主な取組内容 評価の観点
達成度判断基準 後期

達成度
前期
達成度

１００％
Ａ

１００％
Ａ

□ 前期同様、落ち着いた態
度で生活している生徒が
多く見られる。

○ 生徒と向き合う時間
の確保の継続

９５％
Ｂ

９５％
Ｂ

□

② ○ 朝礼での連絡は最小限、モニターで連絡

１００％
Ａ

１００％
Ａ

③
・

○ 月２回の会議優先日の設定

１００％
Ａ

１００％
Ａ

④
・

・

○ 教育相談担当、教育相談員、ＳＣの連携
　不登校生徒宅への訪問
　相談室登校生徒への支援

９５％
Ｂ

９５％
Ｂ

□ 友達関係のトラブルが見ら
れた。

○ ソーシャルスキルト
レーニングの実施

１００％
Ａ

１００％
Ａ

□ いじめの認知件数が市中
学校平均と比べると多い。

○ いじめ防止対策の
強化

１００％
Ａ

１００％
Ａ

□ ○ 相談室登校生徒へ
の指導と支援のあり
方の検討

８８％
Ａ

９１％
Ａ

○ 教育相談部会の定
期的な開催

８９％
Ｂ

８０％
Ｂ

◆

８７％
Ｂ

８８％
Ｂ

８９％
Ｂ

８５％
Ｂ

○ 効果的な学校行事
を行うための精選、
内容の見直し

○ 毎月実施のサポートアンケート
　月に応じた内容を組み込む ９７％

Ｂ
９８％

Ｂ

６４％
Ｃ

５８％
Ｄ

◆ 学校便りが地区回覧され
ているので、学校の様子を
知ることができる。

【満足度指標】保護者
学校における、いじめの未
然防止や早期発見のための
取組が伝わってくる

A：70％
B：65％以上
C：60％以上
D：60％未満

【成果指標】生徒
いじめは、どんな理由があっ
てもいけないことだと思う

A：100％
B：95％以上
C：90％以上
D：90％未満

A：90％
B：85％以上
C：80％以上
D：80％未満

【満足度指標】保護者
お子様は、学校へ行くのが
楽しいと言っている

A：90％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

○ 体育祭・文化祭における生徒会活動の充実
　執行部を中心とした運営、３年生を中心とした
団づくり、意欲的な態度を身に付けさせる職員
の指導とあらゆる面から成功への導いた。また、
合唱コンクールではどのクラスも見事なまとまりと
歌声を披露してくれた。

【満足度指標】生徒
学校へ行くのは楽しい

【満足度指標】保護者
学校は、お子様をよく理解
し、指導している

A：90％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

ニックネームやあだ名がい
じめの原因になることがあ
るようだ。教職員が正しい
呼び方をして、生徒でいじ
めの原因となるような呼び
名をしたときは、適切な対
応が必要である。

○ 月目標の取組
６月；時間を守ろう
７月；部活動を完全燃焼しよう
８月；規則正しい生活をしよう
９月；挨拶と身だしなみに心がけよう
１０月；自分ルールをやり抜こう
１１月；河中の３Ｓ活動（整理・整頓・清掃）
12月；気づきの行動（思いやり、遅刻）
１月；気づきの行動（挨拶、健康、身だしなみ）
２月；凡事徹底（時間・時刻、身だしなみ）
　全校集会等での評価・指導の継続

【満足度指標】生徒
先生はあなたの良いところを
みとめてくれている

【努力指標】教職員
生徒を認めたり、励ましたり
しながら長所を伸ばす指導
をしている

A：100％
B：90％以上
C：80％以上
D：80％未満

不登校傾向生徒は、担任
や教育相談員等とつなが
り、登校が増えたり授業に
参加できたりする生徒も現
れた。A：80％

B：70％以上
C：60％以上
D：60％未満

○

○
○
○

月１回のいじめ防止調査の実施
　掲示による啓発活動
専門相談員の活用
道徳授業の様子の学年掲示
さわやか賞の実施

【努力指標】教職員
生徒に積極的に声かけるな
ど、生徒との交流に努めて
いる

A：100％
B：90％以上
C：80％以上
D：80％未満

【成果指標】教職員
生徒のいない（水曜日の放
課後など）時に、会議が設定
されている

A：100％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

生徒指導の３機能による指導の充実
自己決定、存在感、共感的人間関
係を意識した生徒指導
★いじめ、不登校対策の充実
小学校との積極的な連携
専門機関との連携を図りながらの教
育相談体制の充実

【成果指標】教職員
ＳＣや教育相談員との連携
など、教育相談体制がより良
く機能している

A：100％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

職員室モニターの有効活用 【成果指標】教職員
職員室モニターが有効活用
されている

A：100％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

○
○
○

朝学習、給食時での全員指導体制の実施
学年総出での課題点検
コロナ対策のための健康チェック

【成果指標】教職員
学年担当全員で生徒を育て
ていく体制ができてきている

A：100％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

【成果指標】教職員
可能な限り、生徒と向き合う
時間が確保されている

A：100％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

前期同様、朝の玄関指
導、朝学習、給食、総合の
時間など学年全体で指導
し、生徒とのコミュニケー
ションも図っている。

3 生徒と向き合う時
間の確保と積極的
なコミュニケーショ
ン

①

・

・

学年担当全員で生徒を見る体制づ
くり
朝学習や給食など、学年全員で指
導する体制づくり
学年担当全員で、総合的な学習の
時間の指導ができる体制構築

水曜日の有効活用
職員関係の会議を水曜日に行うた
めの日課の実施
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学校関係者評価
（□報告内容と◆助言）

次年度の方向
（改善計画等）Ｃ又はＤの場合、再検討

重点目標 具体的取組 これまでの主な取組内容 評価の観点
達成度判断基準 後期

達成度
前期
達成度

①
・
・
・

９５％
Ｂ

９５％
Ｂ

□

１００％
Ａ

１００％
Ａ

９５％
Ｂ

９５％
Ｂ

１００％
Ａ

１００％
Ａ

９～１月

H30より30％減

　　　 Ａ
月80時間超21％

　　　 Ｄ

６～８月

H30より13%減

　　　 Ｃ
月80時間超38%

　　　 Ｄ

□ 多忙化改善の意識を更に
高めていかなければならな
い。

○ 多忙化改善のため
の取組の徹底

②
・

○
○
○

看護大生による学習支援スタッフ
国際交流員による日本語指導
元教員による放課後自学学習支援

９５％
Ｂ

９５％
Ｂ

③

・

○ 学校行事等の適切な対策
　体育館や放送による全校集会の実施
　学年対応による朝の検温
　部活動における健康観察

１００％
Ａ

１００％
Ａ

□ 新型コロナウイルス感染症
対策が組織的、継続的に
行われている。

○ コロナ対策の継続
実施

新型コロナウイルス感染症対策の実
施
教育課程の見直し、行事の精選、適
切な感染症対策の検討

【努力指標】教職員
先を見通して、授業をはじめ
とする教育活動をすすめて
いる

A：100％
B：90％以上
C：80％以上
D：80％未満

コミュニティスクールプランの有効活
用
学習支援スタッフの活用

【成果指標】教職員
学習支援スタッフが有効活
用されている

A：100％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

【成果指標】教職員
勤務時間外時間の比較

Ａ：H30より30%減
　　月80時間超ゼロ

Ｂ：H30より10%減
　　月80時間超10%未満

Ｃ：H30より減
　　月80時間超10%以上

Ｄ：H30より増
　　月80時間超20%以上

【努力指標】教職員
勤務時間外を少なくするな
ど、面談シートで示した各自
の働き方改革に関する目標
達成に向けて取り組んでい
る

A：100％
B：90％以上
C：80％以上
D：80％未満

【成果指標】教職員
学校コーディネーターが有
効活用されている

A：100％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

学年会、各種委員会、主任会の連動した体制
づくりによる効果的・効率的な運営
学校CＮのコロナ対策や施設管理等での有効
活用
　消毒、清掃、健康チェック
　安全点検、園芸作業
ペーパーレスの職員会議の実施
分掌内での役割分担の見直し
　学習指導部会（掲示担当者、全校集会で話
す人が輪番）
体育祭の内容縮小における時間外勤務の削減
集金業務分担の見直し

【成果指標】教職員
校務分掌の役割分担が適切
で、効果的に運用されてい
る

A：100％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

担任のみならず、学年全
体で生徒を見届け、見守る
姿勢が定着してきた。特
に、朝学習の時間では全
員で指導していることで業
務が平準化されていきてい
る。

○

○

○

校務分掌組織の見
直し
学年単位で行動す
るシステムづくり
職員用端末の活用

【成果指標】教職員
ＩＣＴ環境の整備で、業務が
効率化されている

A：100％
B：80％以上
C：70％以上
D：70％未満

4 ★多忙化改善のた
めの体制構築及び
推進

働き方改革の推進
校務分掌の役割分担の平準化
学校ＣＮの活用促進
★ＰＣ活用の授業やペーパーレス会
議等、ＩＣＴ環境の整備

○

○

○
○

○
○
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